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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第58期
第３四半期
連結累計期間

第59期
第３四半期
連結累計期間

第58期
第３四半期
連結会計期間

第59期
第３四半期
連結会計期間

第58期

会計期間

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　12月31日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　10月１日
至　平成22年
　　12月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (千円) 17,317,22425,903,6376,935,1808,445,98225,068,312

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) △162,238785,924 88,065 200,567120,812

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △60,802 512,862 53,466 121,856 93,364

純資産額 (千円) ─ ─ 14,700,41515,306,99714,892,000

総資産額 (千円) ─ ─ 23,802,31024,189,06723,053,449

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 1,005.701,047.211,018.81

１株当たり四半期(当期)
純利益又は四半期純損失
(△)

(円) △4.16 35.09 3.66 8.34 6.39

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ ─ 61.8 63.3 64.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,121,344208,256 ─ ─ 978,720

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 923,097△346,664 ─ ─ △123,457

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 15,962△493,998 ─ ─ △1,334,719

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ ─ 6,540,6383,366,0704,002,572

従業員数 (名) ─ ─ 374 378 369

(注)  １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

　 ん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当企業集団（当社及び連結子会社）において営まれている事業の

内容について重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動については、「３　関係会社の状況」に記載しております。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、連結子会社であった SUZUDEN HONG KONG LIMITED（鈴電香港有限

公司）は、清算結了に伴い、連結の範囲から除外しました。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名)
 378 
(114)

(注) １ 従業員数は就業人員であります。

２ 従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。　

　

(2) 提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名)
357 
(123)

(注) １ 従業員数は就業人員であります。

２ 従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

 当企業集団は、電機・電子部品販売事業の単一セグメントであるため、仕入及び販売の状況につきまし

ては、商品分野別に記載しております。

(1)仕入実績　 　 (単位：千円)

品目名
当第３四半期連結会計期間 
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

前年同四半期比（％）

ＦＡ機器 4,077,895 27.5

情報・通信機器 713,880 51.1

電子・デバイス機器 681,951 25.9

電設資材 1,750,466 6.6

合計 7,224,194 23.4

(注)　１ 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
      ２ 上記金額には消費税等は含まれておりません。

　
(2)販売実績 　 (単位：千円)

品目名
当第３四半期連結会計期間 
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

前年同四半期比（％）

ＦＡ機器 4,698,902 28.5

情報・通信機器 790,314 31.0

電子・デバイス機器 765,273 25.3

電設資材 2,191,492 6.2

合計 8,445,982 21.8

(注)　１ 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
    　２ 上記金額には消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

（提出会社）

　　当第３四半期連結会計期間において、新たな経営上の重要な契約等は行われておりません。

　　なお、当第３四半期連結会計期間における、主な代理店契約は、次のとおりであります。

　 相手先 　 契約締結年月日 　 主要取扱品目 　 契約期間 契約内容

　

オムロン株式会社
インダストリアル
オートメーションビ
ジネスカンパニー
(IAB)

　 平成22年４月１日 　
PLC・スイッチ・センサ・リレー・タイマ
・温度調節器・視覚認識装置・メカトロ
ニクス関連機器、オンボード関連商品

　
平成22年４月１日～
平成23年３月31日
(毎年度更新中）

販売店
（注）

　

パナソニック電工
株式会社

　 昭和38年12月１日 　照明器具・配線器具・分電盤・配電盤 　
平成22年４月１日～
平成23年３月31日
(毎年度更新中）

代理店

　

日東工業株式会社 　 昭和29年４月１日 　
受変電設備機器・分電盤・配電盤・ボッ
クス・システムラック

　
平成22年４月１日～
平成23年３月31日
(毎年度更新中）

代理店

　(注)　当社は立石電機株式会社(現：オムロン株式会社)と昭和32年７月１日に特約店契約を締結し、平成22年４月１日

より、上記契約内容に変更となっております。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当企業集団（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日～平成22年12月31日）における当企業集団を取り巻く景

況は、各種景気対策の終了や円高等の影響により、一時的に鈍化しました。

　当企業集団の主力顧客である半導体・液晶製造装置関連業界や電気・電子・精密機器業界等でも景況の

不透明感から在庫調整に入り、当第３四半期は横ばいで推移いたしました。

　この景況のもと、当企業集団は「もの造りサポーティングカンパニー」として、付加価値サービスの提供

や調達コストダウン提案、商品の安定供給等で顧客への深耕・取引拡大と新規開拓等を図るとともに、「リ

バース・スズデン」のキーワードのもと、さらなる販売力強化と商品や販路の拡大を図り、売上高と利益率

の一層の向上に努めてまいりました。また、販売費及び一般管理費についても継続して見直し、ローコスト

オペレーションを進めて利益の確保に努めてまいりました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高は８４億４５百万円（前年同四半期比21.8％増）、

営業利益は１億７０百万円（前年同四半期比199.7％増）、経常利益は２億円（前年同四半期比127.7％

増）、四半期純利益は１億２１百万円（前年同四半期比127.9％増）となりました。

　また、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は２５９億３百万円（前年同四半期比49.6％増）、営業

利益は６億８９百万円（前年同四半期は２億４７百万円の営業損失）、経常利益は７億８５百万円（前年

同四半期は１億６２百万円の経常損失）、四半期純利益は５億１２百万円（前年同四半期は６０百万円の

四半期純損失）となりました。
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また、商品分野別の業績につきましては次のとおりであります。

①ＦＡ機器分野 

　制御機器、センサー、表示機器、ＰＬＣ等を中心に増加し、当第３四半期連結会計期間の売上高は４６億

９８百万円（前年同四半期比28.5％増）となりました。

　なお、当第３四半期連結累計期間の売上高は１４２億８３百万円（前年同四半期比58.7％増）となりま

した。

②情報・通信機器分野 

　組込用ボードコンピュータ、パソコン本体、ケーブル等を中心に増加し、当第３四半期連結会計期間の売

上高は７億９０百万円（前年同四半期比31.0％増）となりました。

　なお、当第３四半期連結累計期間の売上高は２２億９４百万円（前年同四半期比46.6％増）となりまし

た。

③電子・デバイス機器分野 

　コネクタ、基板搭載用電源等を中心に増加し、当第３四半期連結会計期間の売上高は７億６５百万円

（前年同四半期比25.3％増）となりました。

　なお、当第３四半期連結累計期間の売上高は２４億７百万円（前年同四半期比72.6％増）となりまし

た。

④電設資材分野 

　ケーブルアクセサリー、空調機器、照明機器、工事材料等を中心に増加し、当第３四半期連結会計期間の

売上高は２１億９１百万円（前年同四半期比6.2％増）となりました。

　なお、当第３四半期連結累計期間の売上高は６９億１８百万円（前年同四半期比29.2％増）となりまし

た。

(2) 財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の財政状態は前連結会計年度末に比べて、総資産は１１億３５百万円増加

し、２４１億８９百万円となり、負債は７億２０百万円増加し、８８億８２百万円となりました。また、純資

産は４億１４百万円増加し、１５３億６百万円となりました。なお、自己資本比率は63.3％となりました。

　資産の増加の主な要因は、流動資産の受取手形及び売掛金の増加１３億５７百万円、在庫の増加２億４１

百万円の一方で、現金及び預金の減少６億３９百万円によるものであります。また、有形固定資産について

は、主に宮城県黒川郡大和町に建設した大和工場の建物等の取得による増加５億６２百万円によるもので

あります。

　負債の増加の主な要因は、支払手形及び買掛金の増加９億１９百万円、未払法人税等の増加１億９９百万

円の一方で、借入金の減少４億７百万円によるものであります。

　純資産の増加の主な要因は、第３四半期連結累計期間の四半期純利益の計上５億１２百万円と、配当によ

る減少７３百万円によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結

会計期間末から８億５５百万円増加し、３３億６６百万円となりました。当第３四半期連結会計期間におけ

る各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果増加した資金は、４億７６百万円（前年同四半期における資金の減少は１億３２百万円）

となりました。

　これは主に税金等調整前四半期純利益２億６百万円、仕入債務の増加４億９６百万円による増加要因、売

上債権の増加２億１７百万円の減少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果増加した資金は５億８４百万円（前年同四半期における資金の増加は３５百万円）とな

りました。

　これは主に定期預金の払戻による収入７億１３百万円、有形固定資産の取得による支出１億５５百万円に

よるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果減少した資金は２億４百万円（前年同四半期における資金の減少は１億２７百万円）と

なりました。

　これは主に長期借入金の返済による支出１億２６百万円、配当金の支払７３百万円によるものでありま

す。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に物流加工拠点として宮城県黒川郡大和町に建設中であった大和工場は、平

成22年10月30日に完成いたしました。

また、同年12月15日に工場の操業を開始いたしました。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,590,000

計 47,590,000

　

② 【発行済株式】
　

種類
第３四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年２月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,152,600 15,152,600
東京証券取引所
(市場第一部)

1.完全議決権株式であり、権　
　利内容に何ら限定のない当
　社における標準となる株式
2.単元株式数は100株

計 15,152,600 15,152,600― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

─ 15,152,600─ 1,819,230─ 1,527,493

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)   
普通株式    535,600

―
1.権利内容に何ら限定のない
　当社における標準となる株式 
2.単元株式数は100株

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,615,500 146,155同上

単元未満株式 普通株式    　1,500 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 15,152,600― ―

総株主の議決権 ― 146,155 ―

(注)１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれて　お

ります。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

　　２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が19株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

(自己保有株式)
スズデン株式会社

東京都文京区
湯島二丁目２番２号

535,600― 535,600 3.5

計 ― 535,600― 535,600 3.5

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】
　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 563 569 529 515 538 539 531 524 525

最低(円) 505 463 466 471 493 507 453 460 486

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。

EDINET提出書類

スズデン株式会社(E02838)

四半期報告書

10/28



第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,376,070 5,015,572

受取手形及び売掛金 ※2
 8,892,242 7,534,950

商品 1,464,545 1,222,667

その他 187,010 326,615

貸倒引当金 △1,770 △1,501

流動資産合計 14,918,098 14,098,304

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,673,971 2,240,072

土地 5,277,411 5,277,411

その他（純額） 60,594 81,739

有形固定資産合計 ※1
 8,011,977

※1
 7,599,223

無形固定資産 114,043 164,864

投資その他の資産

その他 1,355,037 1,404,208

貸倒引当金 △210,088 △213,151

投資その他の資産合計 1,144,948 1,191,057

固定資産合計 9,270,968 8,955,144

資産合計 24,189,067 23,053,449

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 5,369,805 4,449,808

短期借入金 626,828 654,527

未払法人税等 303,763 104,636

賞与引当金 102,099 135,659

その他 373,139 337,290

流動負債合計 6,775,634 5,681,922

固定負債

長期借入金 929,254 1,309,423

退職給付引当金 1,015,087 997,604

その他 162,094 172,498

固定負債合計 2,106,435 2,479,526

負債合計 8,882,069 8,161,448

純資産の部

株主資本

資本金 1,819,230 1,819,230

資本剰余金 1,532,607 1,532,607

利益剰余金 12,150,945 11,715,009

自己株式 △221,358 △221,320

株主資本合計 15,281,424 14,845,526
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 39,400 60,713

為替換算調整勘定 △13,828 △14,239

評価・換算差額等合計 25,572 46,474

純資産合計 15,306,997 14,892,000

負債純資産合計 24,189,067 23,053,449
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 17,317,224 25,903,637

売上原価 14,502,499 21,881,599

売上総利益 2,814,725 4,022,038

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 244,370 267,995

給料手当及び賞与 1,477,745 1,609,905

法定福利費 175,968 185,422

退職給付費用 80,645 85,781

賃借料 179,031 163,270

減価償却費 158,942 145,978

貸倒引当金繰入額 4,403 －

賞与引当金繰入額 57,334 102,099

退職給付引当金繰入額 55,372 50,493

その他 628,087 721,488

販売費及び一般管理費合計 3,061,900 3,332,436

営業利益又は営業損失（△） △247,175 689,602

営業外収益

受取利息 8,229 3,125

受取配当金 3,739 4,337

仕入割引 102,927 147,767

助成金収入 35,658 －

その他 7,780 10,185

営業外収益合計 158,335 165,415

営業外費用

支払利息 39,828 20,885

手形売却損 16,250 30,701

売上割引 10,971 10,373

為替差損 1,345 3,227

その他 5,001 3,905

営業外費用合計 73,398 69,093

経常利益又は経常損失（△） △162,238 785,924

特別利益

固定資産売却益 165,841 95,245

投資有価証券売却益 4,584 8,152

貸倒引当金戻入額 － 2,792

特別利益合計 170,425 106,190

特別損失

投資有価証券評価損 1,919 390

投資有価証券売却損 － 1,480

固定資産売却損 － 3,729

固定資産除却損 42,854 439

特別損失合計 44,774 6,040

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△36,586 886,075
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

法人税、住民税及び事業税 19,961 348,583

法人税等調整額 4,254 24,629

法人税等合計 24,216 373,212

少数株主損益調整前四半期純利益 － 512,862

四半期純利益又は四半期純損失（△） △60,802 512,862

EDINET提出書類

スズデン株式会社(E02838)

四半期報告書

15/28



【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 6,935,180 8,445,982

売上原価 5,871,490 7,171,889

売上総利益 1,063,689 1,274,092

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 86,149 88,129

給料手当及び賞与 446,474 473,391

法定福利費 58,262 59,238

退職給付費用 25,121 31,546

賃借料 57,723 53,568

減価償却費 52,782 54,788

貸倒引当金繰入額 1,132 3,876

賞与引当金繰入額 57,334 85,712

退職給付引当金繰入額 18,456 16,830

その他 203,460 236,791

販売費及び一般管理費合計 1,006,897 1,103,872

営業利益 56,792 170,220

営業外収益

受取利息 1,362 934

受取配当金 1,432 1,580

仕入割引 39,949 48,378

助成金収入 14,320 －

その他 835 3,606

営業外収益合計 57,901 54,500

営業外費用

支払利息 12,974 6,555

手形売却損 6,244 10,083

売上割引 3,903 3,571

為替差損 1,044 1,401

その他 2,461 2,540

営業外費用合計 26,628 24,152

経常利益 88,065 200,567

特別利益

固定資産売却益 14,751 －

投資有価証券売却益 116 7,231

特別利益合計 14,868 7,231

特別損失

投資有価証券評価損 1,752 －

投資有価証券売却損 － 990

固定資産除却損 142 439

特別損失合計 1,894 1,429

税金等調整前四半期純利益 101,039 206,369
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（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

法人税、住民税及び事業税 6,413 34,646

法人税等調整額 41,159 49,866

法人税等合計 47,572 84,513

少数株主損益調整前四半期純利益 － 121,856

四半期純利益 53,466 121,856
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△36,586 886,075

減価償却費 158,942 145,978

賞与引当金の増減額（△は減少） △50,854 △33,560

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,287 17,482

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,403 △2,792

受取利息及び受取配当金 △11,968 △7,462

支払利息 39,828 20,885

為替差損益（△は益） 893 817

投資有価証券評価損益（△は益） 1,919 390

投資有価証券売却損益（△は益） △4,584 △6,671

有形固定資産売却損益（△は益） △165,841 3,727

有形固定資産除却損 22,893 439

無形固定資産売却損益（△は益） － △95,243

売上債権の増減額（△は増加） 156,574 △1,361,654

たな卸資産の増減額（△は増加） 66,519 △258,203

仕入債務の増減額（△は減少） 768,538 921,054

その他 200,568 156,816

小計 1,160,535 388,079

利息及び配当金の受取額 11,494 6,947

利息の支払額 △39,750 △20,571

法人税等の支払額 △27,045 △166,198

法人税等の還付額 16,111 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,121,344 208,256

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △469,529 △522,002

有形固定資産の売却による収入 375,943 6,538

無形固定資産の取得による支出 △3,900 △1,716

無形固定資産の売却による収入 － 133,440

投資有価証券の取得による支出 △9,123 △9,237

投資有価証券の売却による収入 8,788 39,775

定期預金の払戻による収入 2,610,000 713,000

定期預金の預入による支出 △1,600,000 △710,000

敷金及び保証金の差入による支出 △2,408 △2,693

敷金及び保証金の回収による収入 13,325 6,230

投資活動によるキャッシュ・フロー 923,097 △346,664

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 12,460

長期借入れによる収入 500,000 －

長期借入金の返済による支出 △373,916 △419,752

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △22,418 △13,584

自己株式の取得による支出 － △37

配当金の支払額 △87,702 △73,084

財務活動によるキャッシュ・フロー 15,962 △493,998
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 △483 △4,094

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,059,920 △636,502

現金及び現金同等物の期首残高 4,480,718 4,002,572

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 6,540,638

※1
 3,366,070
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１．連結の範囲に関する

事項の変更

 

（１）連結の範囲の変更

当第３四半期連結会計期間において、連結子会社であった SUZUDEN

HONG KONG LIMITED（鈴電香港有限公司）は清算結了したため、連結の

範囲から除外しております。

（２）変更後の連結子会社の数

３社

　

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸

表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸

表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

　

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期会計期

間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

 

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(1)法人税等の計算

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。

 

　(2)繰延税金資産の回収可能性の判断

　前連結会計年度における利益計画に業況の変化を反映し、将来の業績予想の検討、課税所得の十分

性の検証及びタックス・プランニングを行い、繰延税金資産の回収可能性を確認しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

 ※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,574,678千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,476,116千円

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に

ついては、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。　　

      なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機間

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれて

おります。

　　　　　　　　────────

 
 

受取手形 360,558千円

支払手形 623,252千円

　

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

　 末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて
　 いる科目の金額との関係(平成21年12月31日)
 

現金及び預金勘定 6,540,638千円

現金及び現金同等物 6,540,638千円
 

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

　 末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて
　 いる科目の金額との関係(平成22年12月31日)
 

現金及び預金勘定 4,376,070千円

預入期間が３か月超の

定期預金
△1,010,000千円

現金及び現金同等物 3,366,070千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)
　

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 15,152,600

　

　
２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 535,619

　

　
３　新株予約権の四半期連結会計期間末残高等

　　該当事項はありません。
　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月８日
取締役会

普通株式 73,084 5 平成22年９月30日 平成22年12月３日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)
　

　当企業集団は、ＦＡ機器、情報・通信機器、電子・デバイス機器、電設資材等の販売を主としており、製品

の種類・性質、販売市場等の類似性から判断して、単一事業と考えられるため、事業の種類別セグメント

情報は記載しておりません。

　
　
【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)
　

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

　
　
【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)
　

　海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　
　
【セグメント情報】

(追加情報)

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日)を適用しております。

　

　当第３四半期連結会計期間(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)
　

　当企業集団は、電機・電子部品販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)
　

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

1,047.21円
　

1,018.81円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 15,306,99714,892,000

普通株式に係る純資産額(千円) 15,306,99714,892,000

差額の主な内訳(千円) ─ ─

普通株式の発行済株式数(株) 15,152,60015,152,600

普通株式の自己株式数(株) 535,619 535,540

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数(株) 14,616,98114,617,060

　
２  １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日 
 至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純損失 △4.16 円１株当たり四半期純利益 35.09 円

(注)　１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２.１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日 
 至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) ─ 512,862

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 60,802 ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) ─ 512,862

普通株式に係る四半期純損失(千円) 60,802 ─

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式の期中平均株式数(株) 14,617,060 14,617,006

　
第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
 至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日 
 至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益 3.66 円１株当たり四半期純利益 8.34 円

(注)　１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２.１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日 
 至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日 
 至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 53,466 121,856

普通株式に係る四半期純利益(千円) 53,466 121,856

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式の期中平均株式数(株) 14,617,060 14,616,981
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

第59期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）中間配当については、平成22年11月８日開催の

取締役会において、平成22年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。 

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　  　73,084千円 

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５円 

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成22年12月３日 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月４日

スズデン株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士　　大   髙   俊   幸      印

　

指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士　　北   方   宏   樹      印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスズ

デン株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スズデン株式会社及び連結子会社の平成21年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月３日

スズデン株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士　　大   髙   俊   幸      印

　

指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士　　北   方   宏   樹      印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスズ

デン株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スズデン株式会社及び連結子会社の平成22年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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